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白金台いきいきプラザの
改修について

利用者の声を集約し、意見に
即した改修に努めるべき！

学校施設使用の申込み方法
の見直しについて

区は地元自治体をして、住
民の声が反映されるよう積
極的に関わるべき！

品川駅西口地区開発事業
について

Q 区は利用者が使いやすい環境となるよ

う、意見を聞くとともに、より良い提案もお
こないながら、改修に努めていただきたいと
思うがいかがか。

A 利用者の声を丁寧にお聞きしながら、よ

り利用しやすい施設となるよう改修を進めて
まいります。

Q 区として、開発事業が周辺の生活環境

に悪影響が及ばないよう、事業者へ積極的
な働きかけをしていただきたいと考えるが
いかがか。

A 今後、事業者との開発計画の協議にお

いて、品川駅西口地区の特性でもある斜面
緑地や歴史を継承し、景観にも配慮したまち
づくりを検討するよう、指導・誘導するととも
に、東京都と連携して風の道の確保について
も求めてまいります。

子どもたちの活動が阻害さ
れないよう配慮すべき！

Q これまで使用されてきた団体、とりわけ

子どもたちの活動が阻害されないように、学
校と連携を図りながら、使用を承認する団体
や利用枠のあり方なども含め丁寧に検討を
進めていただきたいと思うがいかがか。

A 今年度中に、学校やPTAのご意見を伺

い、令和４年４月から開催予定の使用団体の
代表者も参加する、学校施設開放運営委員
会で、子ども達の所属する団体への配慮な
ど、いただいたご意見に基づき、丁寧に検討
を進めてまいります。

マイナンバーカードの普及
促進について

新型コロナウィルス感染症
第６派への備えについて

Q 対象者の不安を払拭し、丁寧な勧奨を

行うこと。また健康被害者救済制度の十分
な情報提供に努めるべき。

Q 行政サービスや手続きの効率化が求め

られる中、デジタル化の基盤となるマイナ
ンバーカードの普及が大きな課題と考える
が区の取組について伺う。

Q これまでに浮き彫りになった課題も含

め、次の第６派を見据えた備えについてど
のように対策を講じるのか。

HPVワクチンの積極的勧奨と
救済について

A マイナポイント事業を多くの方に利用

いただけるよう、積極的に周知するとともに、
マイナンバーカードガイドブックもより分かり
易い内容にするなど、マイナンバーカードの
一層の普及とマイナポイントの申請支援に取
り組んでまいります。

A 積極的な勧奨の再開時には、対象者全

員への勧奨はがきの送付や、積極的な周知
に努め、区民の不安解消につなげてまいり
ます。
また、HPVワクチンの救済制度は対象者や期
間が国から示されておりません。詳細が決
定次第、郵送での個別勧奨のお知らせを送
付いたします。

A 区では、昨年10月から入院待機中の自

宅療養者の健康観察を訪問看護師が行う取
組を開始するなど、自宅療養者への支援を
強化しております。 今後は、次の流行に備え、
健康観察や往診などの診療体制の強化の仕
組みについて、関係機関との協議を進めるこ
とで、区民が安心して療養ができ、適切な医
療を受けることができる体制の整備を推進
してまいります。

本会議・代表質問から 令和３年１1月２５日～１２月３日まで開かれた令和３年第４回定例
会での公明党議員団の一般・代表質問の要旨をご紹介いたします。
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実現しました！ なかね大 NEWS Vol. 12
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港区議会公明党は、令和２年３月の予算特別委員会で「密閉コンテナ型指定喫煙場所」の設置を提案。その後も具体的
な導入について質問してまいりました。その結果、本年１月屋外初となる「密閉型指定喫煙場所」が新橋ＳＬ広場に設置
実現します！

令和３年１１月１２日〜１２月６日まで、グリーンスローモビリティ※の実証実験が行われました。今回は浜松町・竹芝エ
リア、高輪・白金・白金台エリアで行われ、特に白金・白金台エリアは、公明党議員団として、１５年以上前から交通不便
の解消を訴え続け、令和３年第１回定例会代表質問で、新たな交通手段の活用を求めていたものが実現したものです。
今後、実証実験の結果をもとに課題解決に向け更に取り組んでまいります。

港区議会公明党は、ゼロカーボンシティ宣言を区議会で最初に提案し、またその達成に向けて、区有施設への
１００％再生エネルギー調達のための手法として、「リバースオークション」の活用などを訴えてきました。
その結果、港区は令和３年１１月、区内電力の再生可能エネルギー割合１００％を目指す再エネ普及促進プロジェクト
「ＭＩＮＡＴＯ再エネ１００」を掲げ、その取組の第1弾として、電力リバースオークションの運営会社と連携協定を締結。
引き続き、区内事業者や区民の再生可能エネルギー由来の電力への切替えを推進してまいります。

港区では、令和４年２月に最大３０％のプレミアム付き区内共通商品券を、過去最高の１５億円分発行予定。
港区議会公明党は、令和３年度予算要望の中で、商品券の拡充と、希望者全員に行き渡る仕組みの構築を訴え
ていました。また、昨年９月の決算特別委員会で電子化の導入を訴えてきました。その結果、発行額も大きく拡
充され、15億円分のうち10億円分が初めて電子化されることになりました。

港区初！新橋ＳＬ広場に「密閉コンテナ型指定喫煙場所」設置が実現！

交通不便地域へ新たな交通手段の実験開始！

再生可能エネルギーの調達推進で地球温暖化対策が前進！

プレミアム付き商品券が過去最高額＋電子化を実現！

お
知
ら
せ

区有施設の浸水対策として、止水板等設置費用が予算化！

港区議会公明党として、令和３年度の予算特別委員会で、区有施設の浸水対策として止水板等の早期設置の必要性を訴えて
参りました。その結果、令和３年１０月の補正予算で止水板等が設置できる施設の費用として１４００万円、さらに翌１１月の補
正予算で、電気配管工事や止水板設置工事設計費として約９８０万円が計上され、区有施設の浸水対策が大きく前進しました。

港区議会公明党は、令和３年第４回定例会の代表質問で、子育て世帯の負担を軽減し子どもたちをコロナ禍から守り抜く
ために、１８歳以下の子どもへの１０万円相当の臨時特別給付金について、年内の給付と１０万円全て現金での給付を訴えて
きました。その結果、児童手当受給者については、年内に１０万円全て現金での給付が実現。
１６歳～１８歳までの所得制限内の子どもについても、１０万円全て現金給付に（令和４年１月申請開始予定）。

子育て世帯特別臨時交付金の１０万円現金給付が決定！

※グリーンスローモビリティとは時速２０ｋｍ未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスのこと


